
【熱中症防止とマスクの着用】  

【事務所訪問】  

 
 

６月２１日（月），西部教育事務所の学校訪問があり，５校時の授業を見ていただきま

した。参観後の講評では，先生方がよくまとまっていて，そのことが子供達の姿にもつなが

っていること，学校環境が整っていること等をほめていただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夏至も過ぎ，暑さが厳しい季節となってきました。学校では，感染症対策を講じながら学

校生活を送らせていますが，文部科学省の示すマニュアル（学校の新しい生活様式）に

よれば，気温や湿度や暑さ指数が高い日には，熱中症などの健康被害が発生するおそ

れがあるため，マスクを外すようにとあります。また，体育の授業においては，マスクの着用

は必要ないとあります。（ただし，十分な身体的距離がとれない状況で，十分な呼吸がで

きなくなるリスクや熱中症になるリスクがない場合には，マスクを着用しましょうとあります。） 

先日，１年生は体育館で体力テストの「シャトルラン」を行っていましたが，走る児童はマ

スクを外し，他の児童はマスクをして待っていました。教育活動の態様や児童の様子等を

踏まえ，臨機応変に対応できるよう指導していきます。 

 

 


